






要約:出生前診断により発見された尿路奇形の治療法の選択とその時期を知るために,自験

21 症例の臨床経過を検討した。先天性後部尿道弁では,通過障害が高度で経過中に羊水量

が減少する症例の予後は悪く,肺低形成による出生直後の死亡や高度の腎機能障害を示し

ていた。腎孟尿管移行部狭窄では,6/8 例が保存的に観察され,水腎の程度は改善傾向にあ

る。1例では経過中に水腎症が増悪した。多嚢腎では嚢胞が増大働向を示したり,他臓器の

圧迫症状がみられた場合は摘除した。 


